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 昨年11月に茨城医療センターへ、今年1月に八王子医療センターへ歴史写真パネ
ルを掲出しました。この企画は、地域とともにある大学病院ということを再確認し、今後
もともに発展していきたいという想いと、地域のみなさまに感謝の気持ちを込めて、地
域の歴史写真と対比させながら、東京医大の歴史も振り返っていただこうと考え、展開
しているものです。職員のみなさんもぜひ一度ご覧ください。 

平成31年(2019) ～3年後～ 

 茨 城 医 療 セ ン タ ー 7 0 周 年 
 

平成27年(2015） 

 阿 見 町 町 村 合 併 6 0 周 年 

平成32年(2020) ～4年後～ 

 八王子医療センター 4 0周年 
 

平成29年(2017) 

 八 王 子 市 市 制 1 0 0 周 年 

平成29年(2019) 
茨城医療センター70周年 

平成30年(2020) 
八王子医療センター40周年 

茨城医療センター × 阿見町 

 阿見町は2015年、町村合併60周年を
迎えました。茨城医療センターは3年後の
2019年に70周年を迎えます。 

 八王子市は2017年に市制100周年を、
八王子医療センターは4年後の2020年に
40周年を迎えます。 100周年 

さんかく娘♪ 

八王子医療センターの
ス タ ッ フ の 皆 さ ま 

100周年 

さんかく娘♪ 

78 

八王子医療センター × 八王子市 



●なかなか興味深い記事で面白かったです。100周年に向けて今後も職員の
一員として愛校心を深めてまいります。（病院看護師） 
 

●茨城に病院ができた理由が知れて面白かった。先生のインタビューなどが
読みたい。（医学科学生） 
 

●今号の学祖の自宅売却の話は初めて聞きました。（私財を投げ売って…と
いうのは聞いていましたが、まさかご自宅もとは…。頭の下がる思いです）
（病院事務） 
 

●いつも楽しく拝見しています。今号では茨城医療センター開設の歴史が掲
載されており、大変興味深く読ませていただきました。毎号アイデアがあふ
れ、様々な工夫を凝らされた誌面づくりで大変かとは思いますが、頑張って
ください！（大学事務） 
 

●100周年記念行事について私もアイデアを応募します。それは「100周年
記念3キャンパス大運動会！！」です。近頃、いろんな企業で「運動会」が行
われています。昔あった運動会が一時衰退し、また復活しているとのことで
した。愛社精神を養い、社員の団結力を生むのに効果大だそうです。「運動
会」をプロデュースしてくれる会社もあるようです。ポスターやシールを掲
示したり、記念グッズを作るだけでなく、やはり「人の活動」が必要である
と思います！！いかがでしょうか？（八王子看護師） 

     ご存じですか？ 
     “ロケ地”としての八王子医療センター 

八王子の2階外来スペースの写真ギャラリーで1月●日より歴史写真
パネルを掲出中！八王子の皆さんはこちらもぜひご覧くださいね。 

100周年かわら版  第 1 1 号   2016年（平成28年）1月26日（火曜日）  

Ｖ 

 2016年、ついに創立100周年の年を迎えました。
今号から鈴木学長が語る新連載「耳からウロコ」が
スタート！学長に日頃感じている想いを綴ってもら
うコーナーです。そしてその想いがいつの日か八王
子にある記念碑のように残される日が来れば…。 
 

 かわら版を発行し始めて１年。こうした想いを
しっかりと後世に繋げていく記録の一つとして、引
き続き発行していきたいと思っています♪ 
 

 皆さんもこの「100年」という節目に、後世へ繋
げる記録を刻んでみませんか？（R） 

え ん が わ 広 報 。 
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★100周年かわら版に関するご感想、ご提案がありましたら、お気軽にメールでお寄せください！＞＞＞keiei@tokyo-med.ac.jp 
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  創立100周年記念グッズ 
 
 
 
 

▼東医社にて絶賛発売中▼ 
新宿国際ビルディング4階 

有限会社 東医社 
販

売 

TEL：03-5339 -3814 
FAX：03-5909-1061 
E-mai l： i nfo@touisha .co . jp 

1
月 

【問題】八王子にある「自主自学記念碑」はど
こから何の記念に寄贈されたものでしょう？ 
 

回答と100周年かわら版の感想を記入のうえ、メールで
ご応募ください。正解者のうち抽選で3名様に創立100
周年記念グッズをプレゼントします！当選の発表は、
グッズの発送をもって替えさせて頂きます。 
 

応募先：keiei@tokyo-med.ac.jp 締切：2月24日(水)迄 

宛先：法人経営企画・広報室 件名：【東医クイズ応募】 
※本文に商品発送先（氏名及び所属施設・部署名）記入 

 八王子医療センター、実はドラマや映画のロケ地としてけっこ
う使われているのをご存じですか？その影には、撮影に立会っ
ている現場の看護師さんの協力があり、社会貢献のひとつと
なっています。 
 

◇撮影協力作品◇ 
 

おにいちゃんのハナビ（2010）／アイムホーム（2015）／ 
銭の戦争（2015）／世にも奇妙な物語 25周年記念！ 
秋の２週連続ＳＰ～映画監督編～（2015） etc… 

 （監修：東京医科大学図書館） 

第7章 なぜ八王子に附属病院ができたのか？ 

八王子特集 

 八王子医療センターは、昭和55年(1980)に開設し、今年36周
年になる本学三つ目の附属病院である。当時、本学ではインター
ン制度廃止後の卒後教育の充実を図るため、新たな附属病院の
建設が大きな課題となっていた。同じ頃、八王子市は人口36万人
を擁しながらも、市内に高度医療技術を有する大病院がなく、この
問題を解決するため、市当局から大学病院との提携により医療供
給を行う方針が打ち出され、医師会等との話し合いの末、本学を
含む四大学が候補にあがった。検討が重ねられた結果、本学が
提携大学として選定され、八王子市と「八王子医療センター建設
及び管理運営に関する基本協定」を締結し、病院の建設に至った
のだった。 

八王子に附属病院ができた理由 

  「自主自学」といえば、本学の建学の精神。
八王子医療センターの玄関前広場にその
「自主自学」が刻まれた石碑があるのをご存
じだろうか。これは平成11年(1999)に本学
同窓会創立80周年の記念に、同窓会より本
学に寄贈されたもの。「病院の入口にあるこ
の碑を日々仰いで建学の精神に立ち返り、
常に学ぶ姿勢を心に留めるようにしたい」とい
う当時の職員の言葉を忘れずにいたい。 

「自主自学記念碑」物語 

八 王 子 医 療 セ ン タ ー 

＜昭和 5 5年 4月開院＞ 

http://www.tokyo-med.ac.jp/100years/movie/ 

 また、この高橋記念館の移設の模様は、100周年特設サイトにこの

たび追加された動画アーカイブのページで見ることができるので、一
度ご覧いただければ嬉しい。 

NO.2 

〔参考文献〕 
 ○東京医科大学七十年史  
 ○東京医科大学報 129・151・280・377・380号 

東医クイズNO.1
の答え合わせ 

 
【問題】 
「高橋記念館」は
現在、どこの施設
にあり、何という
名称に変わってい
るでしょう？ 

↓ 
【正解】 
茨城医療センター 
ひまわり保育室 

八王子NOW 

みんな 
の 
こえ 

裏面に刻まれた建学の歴史 

撮影協力：八王子医療センター総務課亀ヶ谷さん 

 新 連 載 

鈴木学長が語る BOOK END募金(古本募金) 
スタートしました!! 

 昨年12月より古本募金を開始しました。
これは、読み終えた書籍の売却代金が
「東京医科大学創立100周年記念事業
募金」となるプロジェクトです。詳しくはHP 
をご覧ください。 
 

●点数制限なし! 
●送料無料!(5点以上) 

●宅配業者が集荷! 
 

 当初は循環器疾患を対象とした地域の救命救急センターとして
220床で発足した八王子医療センターは、その後も、地域のニー
ズに応えながら、診療科と病床の増設・増床を重ね、現在では34
診療科、610床を誇る総合病院となっている。 

 （事務局：財務部募金センター） 

本学の工藤武彦助教授(当時)が、八王子
にある南多摩病院の副院長も務めており
「八王子市が土地を無償で貸与し、大学病
院の誘致を考えている」という話を。 
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